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図や一部文章は当該高専 HP及び当該高専が作成する資料より引用 

広島商船高等専門学校 HP：https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/ 

令和 2 年度学校要覧： 

https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/school/1c8e1b8264fca7daf47bfd77cff069aa10475c05.pd

f 
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＊アクセス(図は広島商船高専 HP より引用) 

〒725-0231 広島県豊田郡大崎上島町東野 4272-1 

 

図１ アクセスマップ 

 

＊特色(一部文章は広島商船高専 HP より引用) 

・明治３１年(1898 年)５月 10 日、広島県豊田郡の東野村、大崎中野村、西野村、大崎南村、

御手洗町、大長村、久友村、豊浜村、木谷村、吉名村、田野浦村、佐江崎村、須波村の

１３か町村組合立芸陽海員学校として開校。その後、忠海町、大乗村、瀬戸田町、西生

口村、東生口村、南生口村、北生口村、名荷村、高根島村、鷺浦村が町村組合に加わり、

明治３２年５月１７日に芸陽商船学校と校名を変更した。 

・戦後、昭和２６年に学制改革に伴って文部省所管の国立広島商船高等学校となり、座学

の３年と海技免状取得のための乗船実習を含む専攻科２年の、通算５年制の商船教育の

体制が取られていた。昭和３７年に５年制の工業系の高等専門学校が開設されると、全

国の商船学校卒業生組織である｢全国商船学校十一会｣（現全日本船舶職員協会）を中心

https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/
https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/school/1c8e1b8264fca7daf47bfd77cff069aa10475c05.pdf
https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/school/1c8e1b8264fca7daf47bfd77cff069aa10475c05.pdf


に、関係者による「商船高専昇格」を国に陳情、昭和 42 年には他商船系高専とともに修

業年限５年６か月の国立広島商船高等専門学校に昇格した。 

・本科は商船学科(3 学年からは航海コース、機関コースにコース分け)、電子制御工学科、

流通情報工学科(3 学年からは流通・ビジネスコース、情報・通信コースにコース分け)で

構成されている。 

・専攻科は商船学科から進学できる海事システム工学専攻、電子制御工学科及び流通情報

工学科から進学できる産業システム工学専攻で構成されている 

 

＊教育目標・教育理念(一部文章は広島商船高専HP より引用) 

学校の目的 

• 校 是 

丁寧な教育、手厚い学生支援、きめ細かい進路指導 

• 使 命 

本校の使命は、教育基本法や学校教育法に基づき、本科においては「深く専門の学芸を

教授し、職業に必要な能力を育成すること」を、専攻科においては「高等専門学校を卒

業した者等に対し、精深な程度において、特別な事項を教授し、その研究を指導するこ

と」を、それぞれの目的とし、専門的知識と技術及び豊かな人間性を有し社会に貢献で

きる実践的で創造的な技術者を育成することにある。 

また、本校の教育研究活動の成果を教育サービスや共同研究等を通じて、地域社会の文

化や産業の進展に寄与する。 

• 教育理念 

本校は、豊かな人間性と国際性及び、強い精神力と高い倫理意識を持ち、将来社会にお

いて活躍するための基礎となる知識と技術を身につけ、さらに生涯にわたって学ぶ力を

備えた人材を育成する。 

• 育成すべき人材像 

＜本 科＞ 

工学基礎教育、体験重視型の早期創造教育と人間教育により、基盤となる幅広い知識・

技術とともに、特定の専門領域において基礎的知識・素養をしっかりと身につけた実践

的・創造的技術者を育成する。 

＜専攻科＞ 

本科における教育の基礎の上に立って、特定の専門領域における高度の知識・素養を使

いこなすことによって理解の程度を深化させ、複合領域に対応できる幅広い視野を身に

つけ、高い課題設定・解決能力を備えた実践的・創造的技術者を育成する。 

学習・教育目標 

本 科 

(A) 豊かな心、生きる力および規範意識の育成（人間力と規範意識） 



1. 命の大切さと安心・安全に対する心を培うこと 

2. 優しさと思いやりに満ちた心を育成すること 

3. 強い精神力を持ち、生きる力を身につけること 

4. 社会人としての規範意識を養うこと 

(B) 地域や国際社会に対応できる広い視野と素養の形成（広い視野と素養） 

1. 人文・社会に関わる広い視野を養い、国内外の多様な状況を理解できる知識を身につけ

ること 

2. 地域や国際社会で活躍するためのコミュニケーション基礎力を身につけること 

(C) 基礎科学や情報処理の知識・技術の習得（基礎科学と情報技術） 

1. 自然科学または社会活動に関わる基礎的な知識を習得し、自然または社会の現象を科学

的に説明できること 

2. 情報処理に関わる基礎技術を習得し、データ処理やプレゼンテーションに活用できるこ

と 

(D) 専門的知識・技術とその活用力の習得（知識・技術とその応用） 

1. 専門分野の知識・技術を習得し、それを実際に活用できること 

2. 専門分野の知識・技術を活用して、ものやシステムを造る、あるいは運用管理する基礎

能力を習得すること 

(E) 社会に貢献できる創造力と実践力の育成（実践と創造） 

1. 習得した知識・技術を基に、問題点とその原因を発見できる基礎的能力を身につけるこ

と 

2. 問題点の解決策を考え、それを計画して、実現する能力を身につけること 

専攻科 

(A) 豊かな人間性と社会的責任感の育成（人間性と社会貢献） 

1. 歴史や文化、経済などのさまざまな知識を修得し、自身の価値観だけでなく多様な視点

や価値観から物事を考えることができること 

2. 周囲と協力して作業を進めるためのリーダーシップや協調性を身につけること 

3. 安全や文化、環境、倫理等の観点から社会と技術の関わり方を考慮し、技術者として責

任ある判断力と行動力を身につけること 

(B) 国際社会に対応したコミュニケーションスキルの養成（コミュニケーション能力） 

1. 日本語による適切な表現を用いて、論理的な記述や口頭発表、および討論ができること 

2. 外国語を用いて、技術的な内容についての文書作成や、口頭での意思伝達ができること 

(C) 基礎科学と情報技術の修得とその活用（知識・技術とその活用） 

1. 数学や自然科学に関する知識から自然現象を科学的に理解するとともに、実践に際して

それらを活用できること 

2. 情報技術を活用して、必要な情報の検索や収集、データ分析をすることができること 

(D) 専門的知識・技術の確立と発展的応用（専門性とその拡充） 



1. 航海学、舶用機関学、電子制御工学、流通情報工学のいずれかの専門分野に精通し、そ

の分野の研究状況や技術動向を把握することができること 

2. 自身の専門とは異なる技術分野も学習し、既得の専門分野の技術と融合させ、新たなも

のづくりやシステム開発に活用できること 

(E) 社会情勢の変化に対応した問題解決能力の育成（創造性と探求心） 

1. 社会や産業の状況を把握し、問題点とその原因を発見できる能力を身につけること 

2. 種々の知識と技術を活用し、問題の解決策を見つけて実行に移すとともに、その結果を

検証する能力を身につけること 

3. 変化する社会に対応するため、新たな知識や技術、情報を自発的かつ継続的に獲得する

能力を身につけること 

 

＊3つのポリシー(URLは広島商船高専 HPより引用) 

広島商船高等専門学校 三つの方針 

 

＊入試形態(URLは広島商船高専 HPより引用) 

令和 3年度本科 募集要項 

令和３年度編入学生募集要項 

令和２・３年度専攻科学生募集要項 

 

＊試験状況及び偏差値や倍率 

偏差値 53 

令和２年度 広島商船高等専門学校入学試験実施状況 

入学者選抜試験 合格者数 

学科名 

合格者数 入学者数 

男 女 計 男 女 計 

商船学科 31 11 42 30 11 41 

電子制御工学科 41 3 44 39 3 42 

流通情報工学科 21 23 44 19 23 42 

https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/school/docs/15af9f15d2547178912a5b8ad20446aa555b88e3.pdf
https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/prepare/2a532ac98442e87a3c18862bc5749409c9765f25.pdf
https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/prepare/9b9c9b00ef0b1260b455850af4b5ea4cb2196551.pdf
https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/prepare/2f34eceb6a3e0f2fa3361ff5fe4da5d81f4af561.pdf


合計 93 37 130 88 37 125 

※合格者数は推薦による選抜と学力検査による選抜の合計である。 

 

学力検査による選抜 

（受付期間：令和 2年 1月 27日（月）～2月 4日（火）） 

学科名 

志願者数 受検者数 

男 女 計 男 女 計 

商船学科 51 5 56 49 5 54 

電子制御工学科 44 2 46 43 2 45 

流通情報工学科 22 10 32 22 9 31 

合計 117 17 134 114 16 130 

※商船学科，電子制御工学科については複数校志望受験制度による第２・第３志望を含み

む。 

 （商船学科複数校志願者数 43 名，電子制御工学科複数校志願者数 17 名） 

 

推薦による選抜 

令和２年 1月 10日現在 

学科名 志願者数 受検者数 



男 女 計 男 女 計 

商船学科 47 12 59 47 12 59 

電子制御工学科 48 3 51 48 3 51 

流通情報工学科 23 26 49 23 26 49 

合計 118 41 159 118 41 159 

 

編入学入学者数 

入学年度 令和 2年度 平成 31年度 平成 30年度 

人数 １人 １人 1人 

計 3人 

 

専攻科入学者数 

[産業システム工学専攻] 

入学 

年度 

令和 2年度 

（令和2年4月入

学） 

平成 31年度 

（平成 31年 4月入学） 

平成 30年度 

（平成 30年 4月入学） 



人数 ７人 ６人 ７人 

計 ２０人 

[海事システム工学専攻] 

入学 

年度 

令和元年度 

（令和元年 10月

入学） 

平成 30年度 

（平成 30 年 10 月入

学） 

平成 29年度 

（平成 29 年 10 月入

学） 

人数 ４人 ２人 ４人 

計 １０人 

 

＊卒業後の進路状況(URLは広島商船高専 HPより引用) 

H29-R01 過去３年間の求人就職状況（専攻科含む） 

R01 学科別卒業後進路 

H29～R01 専攻科卒業後進路 

 

https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/admissions/688a5b683a65dda05fa35ef4aed9e79544be1044.pdf
https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/admissions/688a5b683a65dda05fa35ef4aed9e79544be1044.pdf
https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/admissions/afcc232d5e7a744017fb443a33cea8201f6d80fd.pdf
https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/admissions/afcc232d5e7a744017fb443a33cea8201f6d80fd.pdf
https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/admissions/754a1f793901c6e25255f005d35399641b13a6cd.pdf
https://www.hiroshima-cmt.ac.jp/admissions/754a1f793901c6e25255f005d35399641b13a6cd.pdf

